

















































































































































































作品 例数 句 播 ，，， � 
① 4 OS 60 88 98 
② 7 09 14 30 �7 57 89 91 
③ 6 23 25 29 36 69 78 
④ 8 26 3'1 50 58 75 81 85 88 
⑤ 7 14 24 41 56 62 83 96 
⑥ 7 21 34 47 67 76 96 99 
i 7 01 08 36 4� 87 88 96 
i．． i 5 26 46 �7 89 98 
.i.ii . 9 12 22 27 30 36 46 48 52 77 
IV 7 01 13 23 48 66 68 85 
V 8 11 35 39 62 74 79 93 98 
⑦ 
VI 4 23 49 56 61 
vii 9 05 16 35 44 55 71 77 87 91 
viii 8 07 32 34 39 4l 71 80 86 
ix 7 28 36 39 �o �8 84 95 
X 9 42 44引62 63 67 82 89 97 
⑧ 8 15 18 35 37 49 58 67 71 
⑨ 6 20 26 53 57 87 00 
⑩ 10 25 31 49 51 57 61 70 74 79 82 
⑪ 8 01 14 17 33 39 46 69 80 
⑫ 7 08 H 58 68 79 93 95 


























共 に 宗 祇 の 逃 歌 と し て の 位 大 の 特 徴 は 明
瞭 に 保 持 さ れ て い る 。 ① ー ⑬ に お い て 命 令 ・ 禁 止 表 現 を 用 い て 仕立てられた
句 の 句 番 号 は 【 表 1 】 の と お り で 、
全体でその数は一
五 九
句 に 遠 す る 。




上 の ご と き 事 実 は 、
問 題 の 百 額 の 宗 祇独 吟 説 を 否 定 す る ― つ の
大きな根拠とすることができよう。
^B〉次に指摘されるぺきは、
問 姐 の 百 領
一
巻 中 に お け る 体口
止 め の 句 の 異 常 と も 甘 う ぺ き 多 さ で あ ろ う 。 宗 祇 の 迷 歌 が 他 の 時代 の 辿 歌 と 比 ぺ て
、体言止めの句が比較的少ないという点で特徴
•7 
的 で あ る と い う こ と も 私 が 以 前 よ り 指 摘 し て き た 所 で あ る が
、
そ




句 も の 多 く の 体 酋 止









































































句 番 号 を 列 学 す る だ け で は 余 り 実 惑されないかも知れないが、
実 作 品 を






然 の こ と と し て 「 体 哲 止 め の 句 に 同じ ぐ 体 言 止 め の 句 を 付 け た 付 合 」 も
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（表2)「体目止めの句に同じく体言止めの句を付けた付合」とその連続
作品 例数 番 号
速 絞 例 数
五
① 6 26 47 54 62 67•68 1 0 0 0 
② 18 03•04 23 29•30 39•40 45 55 65 70 73*74 79 83*84*85*86 4 0 1 0 
③ 19 02 05＊⑯ 的29 33*34*35*36 41*42 45*46 69*70 79*80*81 86 4 I l 0 
④ 14 07*08 28 37 5611<57 6111<62 79*80*81*82 86 98 3 0 l 0 
⑤ 5 33*34 48 51 79 1 0 0 0 
⑥ 6 07 21 25*26 36 63 1 0 0 0 
I 8 02 07 13 20 31•32 59 92 1 0 0 0 
ii 12 泣32 35*36 48 53.54 6).62 66 77 89 3 0 0 0 
ii. . i 7 27 28 32 48 85♦86♦87 0 1 0 0 
iv 10 02 17* 18 32 40 44 59 81 *82 86 2 0 0 0 
⑦ 
v l? 02 09*10 33 36 40 43*44 57 61 68 71 76 83＊以93*94 4 0 0 0 
VI 12 02ね38 51•52 58 63町＊68 72 76 91 2 0 0 0 
vii 1 1  05*06 1 5  26 50  72  77 90•91 *92 97 1 1 0 0 
l'l．．u ． 9 02 24 31 54 77 81 85 88 00 0 0 0 0 
`x 8 23 50 53•54 65 87•88 92 2 0 0 0 
x 14 02泌31*32 38 5111<52 65 68 71*72 81＊眈98 4 0 0 0 
⑧ ， 05. 25*26 31 37 60 68 77 88 l 0 0 0 
⑨ 10 28 49 57*58 67*68 73 9l 99*00 3 0 0 0 
⑩ 6 14 46 SO• 51 93 96 1 0 0 0 
⑪ 8 02 17*18•19*20 41*42 57 1 0 1 0 
⑫ 3 02 40 94 0 0 0 0 
⑬ ， 15 24＊お＊26 69$70 77 88•89 2 l 0 0 
平均 10.0 l.9 0.2 0.2 0.0 







先 に 列 挙 し た 宗 祇 の 独 吟 ① i ⑬
において「体言止めの句に同じく体首止めの句を付けた付合」がどれ程の確率で現れるかを調査した結呆が【表2】である。
そ れ か ら 明 ら か な
ごとく、






液 も 長 く 続 く 場 合 で も ② の 第 八 二 ！八六句、
③ の 第 三 二 i 三 六 句 、
④ の
七八！八二句、⑪の第一六ーニ〇句の四か所において四句連続しているの が 最 大 で 、
五句以上にわたって連
続する例は見出されない。































































































































































































































































































































問 俎 の 百 韻 の 二 折 衷 を
引用してみよう。
I-＝ 














(llJ - -―同字 字
まず一点、傍線のごとく右の部分には助詞「ゃ」が異常に数多
く 用 い ら れ て い る こ と が 知 れ る 。
しかもその用いられ方たるや、
第三七句の「吹上利」と第三九句の「住



















私 自身 は 、
この百訊の第四二句と第四三句の
間 に 不 晨 を 想定 す る こ と は 、
必ずしも可能性が皆無のことでは








変 わ る こ と な く 、
水辺五句去の規定も山類五句去の規定も守られ













秋 季 の 句 は 全 て 三 句 以 上 迅 親 し て 詠 ま れ て い る 。 ． つ ま り 、
この百
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I I  
・ 
韻は、
西 暦 一 三 三 0 年 代 か ら 始 ま っ た 「 句 末 表 現 の 整 理 」 及 び そ






現 存 作 品 か ら 掃 納 し て 、
連歌百






中 心 メ ン パ ー と す る 至 徳 二 年
- 0 月 一 八 日 の 「 石 山 百 韻 』 に
は、








問 題 の 百 韻 も そ れ ら の 作 品 と 時 期 を 同 じ く す る も の で は な
いかと思われなくもない。
た だ し 、








「 問 姐 の
百韻は「句末表現の整理」と「春季・秋季の句の三句以
注6注 7注 8注9 注1

























が あ る か も し れ な い 。
た だ し 、
本栢の結論は右の二作品を加えても
何 ら 相 述 は な い 。
そ れ 以 外 に も 宗 祇 の 独 吟 と 称 す る も の が 伝 え ら れ
ているが、
全て作風的に大いに疑問である。











改 め て 本
稽の結論として述ぺておきたい。
以上、
諸先学の御叱正を瀕う次第である。
＾了〉
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注10注11注12注13
「ばかり」を「！程に」の意味で用いた例なら他にも存在する。例えば下句末を「ーとゃ」とする仕立てなどがそれに相当する。「追歌の新研究
論考編」応ごヰ祁一節、
同京第匹節。
「僻述抄」
／名古屋大学国語OO文学（名古屋大学国罪固文学会）
71、72、73
U
奈良大学紀要（奈良大学国文学研究室）
第21号分冊
/’南山国文論集（南山大学国語国文学会）
第17号
C
嗚尾説林（狂孜会武廊川女子大）
創刊号
9/
J薪見女子短期大学紀要第13巻
（奈良窃収助教授）
．，＇，＇．．
．，．
．
，．，＇．
．／L
-松〔
大学
院紀要〕（二松学舎大学大学院文学研究科）
7
.，
I•99, 
.. 
99
,'、．,＇
Ji
・ー
1:＇
日中言甜文化如劇研姑「日益ぃ営玉匹丈化、Lti校研究会）
創刊号、第
2号日本語学科年報（東京外国語
大学外国語学部日本語学科研究室）
第2号
第三十二号
研究室受贈図書雑誌目録伯
ー中央殴文学（中京大学
oo
文学会）
悌12号
中世文学研究（中四
国中世文学研究会）•第十八号、第十九号
中枇文藝論税（龍谷大学中世文芸談話会）
第16号
14
盃信（東京外国語大学アジア・アフリカ百語文化研究所）
第76
／日本罷学科論集（東北大学文学部日本語学科）
日本話学文学（三重大学日本語学文学会）
第4号
／
 
号、第77号、第78号希塚山学院大学日本文学研究（帝塚山学院大学日本文学会）
第／侶
本話と日本文学（筑波大学国語国文学会）
第17号、第18号、
24号
第19号
／東海学固国語国文（束海学園女子短期大学国語国文学会）
第43rJ)日本語日本文学（創価大学8本
語日本文学会）
第3
号
9本開日本文学（同志社女子大学日本語日本文学会）
第5号
/／
号、
第
44号
束京大學教焚半部人文科學科紀要国文半・洪文學第97耕
日本託日本文晶（翰仁大学外語 院日本語文学系）
第
十九輯
日本伝統文化研究報告（筑波大 ）
平成三•四年度版
／し
／／同志社因文学（同志社大学国文学会）
第37号、第38号
/同朋国文（同朋大学国文学会）
第二十四号
日本文学（立教大学日本文学会）
第六十九
号、第七十号
¢東横国文学（東横学図女子短期大学国文学会）
第25号
C‘
日本文学会誌 盛岡
第4号、岱5号
／位山大学国語教育（富山大学国栢教育学会）
第18号
t
日本文学紀要（昭和女子大学大学院）
第4集
名古屋近代文学研究（名古屋近代文学研究会）
Nolo
＜日本文学研究（大東文化大学 会）
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